
希
望
の
助
辞
「
も
が
な
」
「
が
な
」
を
め
ぐ
っ
て
二
）

１
、
は
じ
め
に

２
、
中
世
前
期
の
「
が
な
」

　
　
２
－
１
、
『
古
本
説
話
集
』
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
中
の
「
が
な
」

　
　
２
－
２
、
『
平
価
物
語
』
中
の
「
が
な
」

　
　
２
１
３
、
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
中
の
「
が
な
」

　
　
２
１
４
、
『
徒
然
草
』
中
の
「
が
な
」
　
　
　
　
　
（
以
上
、
本
稿
）

３
、
中
世
後
期
の
「
が
な
」

　
　
３
１
１
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
中
の
「
が
な
」

　
　
　
　
３
－
Ｉ
－
１
、
『
日
葡
辞
書
』
ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
犬
文
典
』
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
「
が
な
」

　
　
　
　
３
－
Ｉ
－
２
、
『
天
草
版
平
家
物
語
』
『
天
草
版
伊
曽
保
物
語
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
の
「
が
な
」

　
　
３
１
２
、
狂
言
台
本
中
の
「
が
な
」

　
　
　
　
３
－
２
－
１
、
『
天
正
狂
言
本
』
中
の
「
が
な
」

　
　
　
　
３
－
２
－
２
、
『
大
蔵
虎
明
本
狂
言
集
』
『
大
蔵
虎
清
本
狂
言
集
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
の
「
が
な
」

４
、
お
わ
り
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
続
稿
）

森
　
脇
　
茂
　
秀

　
　
１
　
は
じ
め
に

　
古
代
読
に
お
け
る
希
望
表
現
を
担
う
助
辞
の
史
的
変
遷
の
プ
ロ

セ
ス
に
つ
い
て
、
稿
者
は
「
希
望
表
現
の
一
形
式
－
助
辞
「
も
が
」
・

「
て
し
か
」
形
を
中
心
に
ー
」
（
「
山
口
国
文
」
1
7
△
一
九
九
四
・

三
▽
）
、
「
終
助
辞
「
か
し
」
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
山
口
国
文
」
2
2

△
フ
几
九
九
・
三
▽
）
で
、
「
て
し
か
」
形
、
「
か
し
」
を
取
り
上

げ
、
そ
の
意
味
用
法
、
衰
退
理
由
等
を
考
察
し
た
事
が
あ
る
。
そ

れ
を
、
簡
潔
に
纏
め
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
（
１
－
１
、
「
て
し
か
な
」
の
史
的
変
遷
）

△
「
て
し
か
な
」
の
変
遷
過
程
∇

手

心/

八い
か

で
心Ｓ

て
し
か

な

r｀9

旧

L_j

だ

にＳ

て
し
か

な

八い

か
で
心Ｓ

て
し

か
な

ｒ'¶

新

k＿j
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八散

文

心

八い
か

で
Ｗ
Ｓ

て
し
か
な

だ

にＳ

て
し
か
な

八い
か

で
心Ｓ

て
し
か
な

　
　
「
も
が
な
」
は
元
来
、
「
詠
嘆
的
希
望
」
を
表
現
す
る
形
式
で

あ
り
、
「
対
象
的
希
望
表
現
」
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
「
て
し
か

な
」
が
希
望
対
象
を
よ
り
限
定
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
「
『
行
為
』

か
ら
『
対
象
』
へ
」
「
て
し
か
な
」
の
希
望
の
焦
点
が
移
行
し
、

「
対
象
的
希
望
」
で
あ
る
「
も
が
な
」
と
近
似
の
性
質
を
有
す
る

よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
「
て
し
か
な
」
が
衰
退
し
た
。

（
１
１
２
、
「
か
し
」
の
史
的
変
遷
）

　
「
中
　
　
古
」
言
語
主
体
の
判
断
（
断
定
）
／
心
理
（
待
ち
望

　
　
　
　
　
　
　
み
）
（
且
呂
わ
ば
「
詠
嘆
的
希
望
」
）

　
「
中
世
後
期
」
言
語
主
体
の
判
断
（
断
定
）
／
「
ぞ
か
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
文
章
語
▽

　
　
　
希
望
（
＝
主
体
的
希
望
（
「
（
副
詞
句
）
－
－
－
－
か
し
」
）

　
　
　
心
理
（
＝
詠
嘆
的
希
望
（
「
依
頼
用
法
」
／
「
命
令
用
法
」
）

終
助
辞
「
か
し
」
は
、
中
世
後
期
に
希
望
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

る
に
至
っ
た
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
「
て
し
か
な
」
同
様
、
『
「
詠

嘆
的
希
望
表
現
」
か
ら
「
主
体
的
希
望
表
現
」
へ
』
と
変
容
し
た

こ
と
、
ま
た
そ
の
と
き
対
象
を
限
定
す
る
副
詞
句
（
「
願
は
く
ば
」

「
あ
は
れ
」
等
）
が
重
要
な
役
割
を
担
う
と
い
う
こ
と
、
併
せ
て
、

「
か
し
」
自
体
に
は
「
対
者
に
持
ち
か
け
る
」
「
対
自
性
」
と
い
っ

た
職
能
は
存
し
な
い
、
そ
れ
ら
は
付
加
的
な
職
能
で
あ
る
こ
と
、

等
を
述
べ
た
。

　
以
上
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
助
辞
に
よ
る
希
望
表
現
形
式
の
史

的
変
遷
に
つ
い
て
は
、

　
▽
（
ａ
）
フ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
‐
－
助
辞
」
形
　
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｂ
）
「
［
副
詞
句
］
　
　
　
　
　
　
助
辞
」
形

へ
と
変
容
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
（
ａ
）
よ
り
も
（
ｂ
）
が
、
よ

げ
「
主
体
的
」
表
現
形
式
と
な
り
、
そ
の
た
め
衰
退
し
て
ゆ
く
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
た
だ
、
こ
こ
で
問
題
点
と
し
て
浮
上
す
る
の
は
、
「
も
が
」
形

で
あ
る
。
こ
の
「
も
が
」
形
に
つ
い
て
は
、
「
も
が
な
」
が
「
が

な
」
と
語
形
を
替
え
な
が
ら
近
世
期
ま
で
残
存
し
、
そ
の
意
味
用
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法
も
変
容
し
た
も
の
が
あ
る
、
と
す
る
指
摘
も
あ
る
が
（
注
１
）
、

「
も
が
」
形
が
、
希
望
表
現
の
中
で
如
何
な
る
変
容
を
遂
げ
、
衰

退
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
は
、
未
だ
全
て
が
明
ら
か
に
な
っ
た

わ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て
は
、

「
も
が
」
形
、
特
に
「
も
が
（
な
）
」
か
ら
派
生
し
た
と
思
わ
れ
る
・

「
が
な
」
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
史
的
変
容
の
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
で
、
助
辞
に
よ
る
「
希
望
表
現
形
式
」
の
変
遷
過

程
を
明
ら
か
に
し
た
い
、
と
思
う
。

　
　
２
　
中
世
前
期
の
「
が
な
」

　
上
代
に
は
「
も
が
も
」
形
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
中
古
に
は
和

歌
を
除
い
て
用
い
ら
れ
ず
、
「
も
が
な
」
形
が
優
勢
と
な
り
、
そ

れ
も
「
も
・
が
な
」
（
本
来
は
「
も
が
・
な
」
）
と
い
う
語
構
成
が

意
識
さ
れ
始
め
る
と
「
を
・
が
な
」
形
が
生
じ
、
つ
い
に
は
、

「
が
な
」
と
い
う
形
態
が
生
じ
る
。
こ
こ
で
こ
れ
ら
「
も
が
な
」

「
が
な
」
の
用
例
数
を
表
に
し
て
纏
め
（
△
表
Ｉ
「
も
が
な
」
▽
、

△
表
Ｈ
「
が
な
」
∇
参
照
）
、
ま
た
、
中
古
の
「
も
が
な
」
の
承
接

語
を
表
に
し
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
△
表
Ⅲ
「
中
古
「
も

が
な
」
承
接
語
▽
）
（
注
乙
。

＜
表
Ⅲ
「
も
が
な
」
の
承
接
語
▽

源
氏
物
語

蜻
蛉
月
記

伊
勢
物
語

古
今
集

作

品

名

③
格
助
詞

?V

消

Ｗ

一に1

②
格
助
詞

添

言

容

消

青

一石

ｱｽﾞぶ

言

承

接

語

に

も

が

な

(6)

と

も

が

な

巾

ず

(5)

な

し

閃

たち人
まご(6)

し出・

ひ．対

(P訴

鬼田゜
憎．む

几ﾀﾞ)

　訪

　●●

に

(2) わ
ざ
山

雨

開
申

よ
し
山

ず
田

なし

巾

笠
出

遊
出

よ
し

出

ず

巾

な

し

(2)

時

巾

人

出

宿

巾

よ

し

(5〉

語

句

７ ７ 18 ３ ２ ３ ３ ８ 用霖

　
こ
こ
で
問
題
と
す
る
「
中
世
前
期
」
は
、
△
表
Ｉ
∇
、
△
表

Ｕ
▽
か
ら
、
ま
さ
に
、
「
も
が
な
」
か
ら
「
が
な
」
　
へ
、
の
転
換

期
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
作
品
別
に
用
例
に
則
し
て
コ

メ
ン
ト
し
、
「
も
が
な
」
「
が
な
」
の
意
味
用
法
を
考
察
す
る
。

（
以
下
、
傍
線
は
稿
者
。
「
心
話
文
」
は
△
　
∇
で
示
す
。
）
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〈
畑
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「
夕
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」
Ｓ
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塗
勁
〉
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２
－
１
　
『
古
本
説
話
集
』
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
中
の
「
が
な
」

　
［
用
例
Ｉ
］
人
あ
り
て
、
『
盗
み
た
る
か
』
な
ど
言
は
れ
ん
も
よ

し
な
し
。
や
を
ら
こ
れ
を
資
り
て
ば
や
」
と
思
ひ
て
、
「
か
や
う

の
所
に
馬
な
ど
要
す
る
物
ぞ
か
し
」
と
て
、
お
り
走
り
て
、
寄
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

て
、
「
も
し
馬
な
ど
や
買
は
せ
給
ふ
」
と
問
ひ
け
れ
ば
、
△
馬
を

ーが
な
∇
と
願
ひ
迷
ひ
け
る
ほ
ど
に
、
こ
の
馬
を
見
て
、
「
い
か
に

せ
ん
」
と
さ
わ
ぎ
て
、
（
略
）

　
　
　
　
（
『
古
本
説
話
集
』
下
　
五
八
　
九
八
ォ
　
フ
几
五
ぺ
）

「
用
例
１
」
は
『
古
本
説
話
集
』
の
用
例
で
あ
り
、
後
接
の
「
と

願
ひ
迷
ひ
け
る
ほ
ど
に
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
「
心
話
文
」
中
に
表

れ
た
終
助
辞
「
が
な
」
の
用
例
で
あ
る
。
山
内
洋
一
郎
『
古
本
説

話
集
総
索
引
』
（
風
間
書
院
△
昭
4
4
▽
）
「
頭
注
」
に
は
、
「
『
を
が

　
　
　
　
　
　
　
ー

な
』
は
落
窪
、
源
氏
よ
り
出
て
、
院
政
期
に
散
見
す
る
語
法
」
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
△
表
Ｈ
▽
を
見
る
と
、
「
を
が
な
」
は
、
『
き

の
ふ
は
け
ふ
の
物
語
』
に
表
れ
て
い
る
が
、
主
に
院
政
期
の
作
品

に
散
見
さ
れ
、
「
が
な
」
を
遊
離
分
立
さ
せ
た
直
接
的
な
要
因
と

見
な
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
は
、
「
も
が
な
」
が
一
例
、
「
が

な
」
が
二
例
、
用
例
が
存
す
る
。

　
［
用
例
２
］
こ
の
馬
（
む
ま
）
京
に
率
て
ゆ
き
た
ら
ん
に
、
見
し

り
た
る
人
あ
り
て
、
盗
み
た
る
か
な
ど
い
は
れ
ん
も
よ
し
な
し
。

や
は
ら
、
こ
れ
を
買
り
て
ば
や
と
思
て
、
か
や
う
の
所
に
馬
な
ど

用
な
る
物
ぞ
か
し
と
て
、
お
り
走
て
よ
り
て
、
「
も
し
馬
な
ど
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

買
せ
給
ふ
」
と
問
ひ
け
れ
ば
、
△
馬
が
な
∇
と
思
け
る
程
に
、
こ

の
馬
を
み
て
、
「
い
か
ゞ
せ
ん
」
と
さ
は
ぎ
て
、
「
だ
ゞ
今
は
か
り

ぎ
ぬ
な
ど
は
な
き
を
、
こ
の
鳥
羽
の
田
や
米
な
ど
に
は
か
へ
て
ん

や
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
（
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
　
二
三
二
ぺ
）

　
［
用
例
３
］
い
か
な
る
べ
き
こ
と
に
か
な
ど
思
へ
ど
も
、
佛
の

「
だ
ゞ
ま
か
せ
ら
れ
て
あ
れ
」
と
、
夢
に
み
え
さ
せ
拾
（
た
ま
ひ
）

し
を
た
の
み
て
、
と
も
か
く
も
、
い
ふ
に
し
た
が
ひ
て
あ
り
。
こ

・
の
女
、
暁
だ
ｘ
ん
ま
う
け
な
ど
も
し
に
や
り
て
、
い
そ
ぎ
く
る
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宍
－
　
～

く
が
い
と
ほ
し
け
れ
ば
、
＜
な
に
が
な
と
ら
せ
ん
∇
と
思
へ
ど
も
、

と
ら
す
べ
き
物
な
し
。
　
　
（
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
　
二
六
七
ぺ
）

［
用
例
２
］
は
、
前
接
箇
所
に
格
助
詞
「
を
」
を
伴
わ
ず
、
「
が
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な
」
単
独
で
終
助
詞
と
し
て
出
現
し
た
終
助
辞
「
が
な
」
の
用
例

で
あ
り
、
［
用
例
１
］
同
様
「
心
話
文
」
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
用
例
１
」
「
馬
を
が
な
」
、
［
用
例
２
］
「
馬
が
な
」
と
承

接
語
が
「
馬
」
で
共
通
し
、
同
一
場
面
で
の
使
用
か
ら
、
「
を
が

な
」
か
ら
「
が
な
」
へ
、
の
派
生
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
・

思
わ
れ
る
。

　
［
用
例
３
一
は
、
疑
問
詞
「
な
に
」
と
共
起
し
た
「
が
な
」
の
用

例
で
、
「
が
な
」
で
文
が
終
止
す
る
こ
と
な
し
に
、
「
な
に
が
な
Ｉ

－
－
ん
」
で
、
文
が
終
止
す
る
形
式
で
あ
る
。
こ
の
用
法
は
、
中

古
に
は
出
現
せ
ず
、
「
副
助
辞
」
的
な
新
用
法
で
あ
り
、
△
表
Ｈ

▽
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
後
世
、
「
が
な
」
の
圭
用
法
と
な

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
「
中
世
前
期
」
の
段
階
か
ら
出
現
し
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
も
お
さ
え
て
お
き
た
い
、
と
思
う
。

　
　
２
－
２
　
「
平
治
物
語
」
中
の
「
が
な
」

　
一
方
、
『
平
治
物
語
』
に
は
、
「
も
が
な
」
は
用
例
を
見
な
い
が
、

「
が
な
」
は
一
例
存
す
る
。

【
用
例
４
】
矢
だ
ね
も
射
つ
く
し
、
弓
も
引
（
き
）
お
れ
て
す
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

ぬ
。
太
刀
も
う
ち
お
り
、
お
れ
太
刀
ぽ
か
り
ひ
っ
さ
げ
、
△
あ
は

～
　
　
　
－
　
　
　
ｊ

れ
御
方
（
み
か
た
）
が
な
、
太
刀
を
乞
は
ば
や
▽
と
お
も
ふ
と
こ

ろ
に
、
同
国
の
住
人
足
立
の
右
馬
允
（
う
ま
の
ぜ
う
）
還
元
（
と

を
も
と
）
い
で
来
る
。
　
　
　
　
　
（
『
平
治
物
語
』
二
三
五
ぺ
）

［
用
例
４
］
は
「
心
話
文
」
中
に
、
希
望
の
助
辞
「
ば
や
」
と
共

に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
が
な
」
の
用
例
で
あ
る
が
、
こ
の
用
例
は
、

副
詞
句
「
あ
は
れ
」
が
先
行
し
、
「
「
あ
は
れ
」
－
－
―
－
が
な
」
と

い
う
形
式
に
な
っ
て
い
る
、
「
副
詞
呼
応
形
」
で
あ
る
。
こ
の
用

法
は
、

▽
（
ａ
）
「
　
　
　
　
　
助
辞
」
形
　
↓

　
　
　
　
　
　
　
（
ｂ
）
「
［
副
詞
句
］
　
　
　
　
　
　
助
辞
」
形

の
「
（
ｂ
）
「
［
副
詞
句
］
　
　
　
　
　
助
辞
」
形
式
」
に
あ
た
り
、

中
古
の
「
て
し
か
な
」
、
中
世
期
の
「
か
し
」
同
様
、
副
詞
句
と

共
起
す
る
こ
と
で
希
望
の
対
象
を
主
体
的
に
望
む
「
主
体
的
希
望

表
現
」
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
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２
－
３
　
「
延
慶
本
平
家
物
語
」
中
の
「
が
な
」

　
　
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
に
は
、
「
も
が
な
」
が
四
例
（
「
と
・
も

が
な
」
一
例
）
、
「
が
な
」
が
三
例
、
用
例
が
存
す
る
。

　
［
用
例
５
］
（
略
）
△
コ
ヽ
ハ
都
近
ク
テ
振
舞
（
ふ
る
ま
ひ
）
　
ニ

ク
シ
。
哀
（
あ
は
れ
）
イ
ヅ
チ
モ
哉
∇
ト
、
ア
ク
ガ
レ
思
召
（
お

ぼ
し
め
し
）
ケ
ル
ニ
、
付
進
（
つ
き
ま
ゐ
ら
）
セ
タ
リ
ケ
ル
尼
女

房
（
あ
ま
み
よ
う
ば
う
）
ノ
使
ニ
テ
、
「
（
略
）
」
ト
中
ケ
レ
バ
、

（
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
六
末
　
四
六
四
ぺ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
［
用
例
６
］
門
脇
宰
相
（
か
ど
わ
き
の
さ
い
し
や
う
）
ハ
、
△
イ

ーカ
ナ
ル
次
（
つ
い
で
）
モ
ガ
ナ
。
丹
波
少
将
が
事
、
中
宥
（
ま
う

し
な
だ
め
）
ム
▽
卜
披
思
（
お
も
は
れ
）
ケ
ル
ガ
、
此
ノ
折
ヲ
得

テ
、
イ
ソ
ギ
小
松
内
大
臣
ノ
許
ヘ
オ
ハ
シ
テ
オ
ワ
シ
テ
、
御
産
ノ

御
析
ニ
サ
マ
く
ノ
攘
災
行
ハ
ル
ベ
牛
由
聞
（
よ
し
き
こ
）
ユ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
二
本
　
二
三
四
ぺ
）

　
［
用
例
７
］
承
平
将
門
（
し
よ
う
へ
い
の
ま
さ
か
ど
）
討
テ
名
ヲ

揚
（
あ
げ
）
シ
、
俵
藤
太
秀
郷
（
た
は
ら
と
う
だ
ひ
で
さ
と
）
ガ

ハ
代
末
葉
（
は
ち
だ
い
の
は
つ
え
ふ
）
、
上
野
国
佐
井
七
郎
弘
資

（
ひ
ろ
す
け
）
卜
名
乗
（
な
の
り
）
ケ
レ
バ
、
富
部
（
と
べ
の
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
－

三
郎
取
ア
ヘ
ズ
、
「
△
和
君
（
わ
ぎ
み
）
八
次
ガ
ナ
氏
文
（
う
ぢ

　
　
　
　
　
　
　
～

ぶ
み
）
読
（
よ
ま
）
ム
∇
ト
思
ケ
ル
者
哉
。
家
俊
が
品
（
し
な
）

ヲ
バ
ナ
ニ
ト
シ
テ
蘭
（
き
ら
ふ
）
ゾ
ト
ョ
。
（
略
）
」
（
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
三
本
　
六
五
五
ぺ
）

　
［
用
例
５
］
は
心
話
文
中
の
「
も
が
な
」
用
例
で
あ
る
が
、
［
用

例
４
］
「
が
な
」
の
よ
う
に
、
副
詞
「
あ
は
れ
」
が
先
行
し
、

「
［
あ
は
れ
］
　
　
　
　
も
が
な
」
形
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

直
接
承
接
す
る
体
言
が
「
い
づ
ち
」
と
い
う
不
定
語
で
あ
る
こ
と

に
着
目
し
た
い
。

　
［
用
例
６
］
は
「
も
が
な
」
、
［
用
例
７
］
は
「
が
な
」
の
用
例
で

あ
る
が
、
承
接
語
が
両
用
例
と
も
「
次
」
で
あ
り
、
共
通
し
て
い

る
。
た
だ
、
［
用
例
５
］
は
、
心
話
文
中
に
不
定
語
「
い
か
な
る
」

が
先
行
し
、
「
イ
カ
ナ
ル

モ
ガ
ナ
」
形
と
な
っ
て
お
り
、

７
も
が
な
」
の
「
副
詞
呼
応
形
」
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が

（
注
ａ
）
、
［
用
例
７
］
は
、
引
用
節
中
の
「
和
君
（
わ
ぎ
み
）
　
八
次

－
ガ
ナ
、
氏
文
（
う
ぢ
ぶ
み
）
読
（
よ
ま
）
　
ム
」
を
［
用
例
３
］

「
な
に
が
な
」
同
様
、
一
纏
ま
り
と
見
れ
ば
、
副
助
辞
的
な
用
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

と
し
て
捉
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
「
和
君
（
わ
ぎ
み
）
　
八
次
が
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－
ナ
。
氏
文
（
う
ぢ
ぶ
み
）
読
（
よ
ま
）
ム
」
と
捉
え
る
と
「
が
な
」

の
終
助
辞
用
法
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
「
用
例

６
」
「
も
が
な
」
、
［
用
例
７
］
「
が
な
」
に
は
、
用
法
的
差
異
が
あ

り
、
【
用
例
６
】
は
「
が
な
」
の
「
終
助
詞
用
法
」
、
［
用
例
７
］

は
恰
も
「
已
然
形
」
的
な
用
法
、
即
ち
、
「
あ
る
事
を
述
べ
つ
つ
、
。

更
に
そ
の
後
に
続
け
る
働
き
」
の
よ
う
な
中
間
的
用
法
で
、
「
終

助
辞
用
法
か
ら
副
助
辞
用
法
へ
」
の
過
渡
期
用
法
で
あ
る
、
と
考

え
た
い
（
注
４
）
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
用
法
を
考
え
る
上
で
、
助
辞
「
か
し
」
は
示
唆

的
で
あ
る
。
「
か
し
」
は
、
「
　
　
　
　
　
か
し
。
」
か
ら
「
『
さ
ぞ

か
し
』
　
　
　
　
　
。
」
の
よ
う
に
変
容
し
、
後
者
は
慣
用
句
的

用
法
と
し
て
現
代
語
に
も
残
存
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
間
的
用
法

は
「
中
世
期
」
か
ら
「
近
世
期
」
に
か
け
て
見
ら
れ
る
の
で
あ
り

（
注
ｓ
）
、
助
辞
「
が
な
」
と
並
行
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

【
用
例
８
】
酒
盛
ナ
ム
ド
シ
テ
、
人
モ
テ
ナ
シ
遊
ブ
有
様
モ
ア
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
～

カ
ラ
ズ
。
△
サ
ル
ベ
カ
ラ
ウ
人
ノ
娘
ガ
ナ
、
云
合
セ
ム
∇
卜
思
。

サ
ス
ガ
ュ
其
モ
思
ヤ
ウ
ナ
ル
事
ハ
ナ
シ
。
サ
レ
バ
ト
ナ
、
無
下
ナ

ル
能
Ｊ
（
わ
ざ
）
　
ヲ
バ
セ
サ
セ
タ
ク
モ
ナ
シ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
三
本
　
五
九
七
ぺ
）

　
［
用
例
９
］
（
略
）
法
皇
忽
（
た
ち
ま
ち
）
二
逆
鱗
ワ
タ
ラ
セ
絵

テ
、
「
コ
ハ
何
者
ソ
。
奇
怪
也
。
北
面
ノ
輩
（
と
も
が
ら
）
　
ハ
ナ

キ
カ
。
シ
ヤ
ソ
ク
ビ
突
侯
へ
」
ト
披
仰
下
（
お
ほ
せ
く
だ
さ
れ
）

　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
Ｉ

ケ
レ
バ
、
△
何
事
（
な
に
ご
と
）
哉
（
が
な
）
、
事
二
逢
デ
高
名

　
～
セ
ム
∇
卜
思
タ
ル
者
共
、
其
数
多
カ
リ
ケ
レ
バ
、
我
モ
く
ト
走

懸
（
は
し
り
か
か
）
ル
。
　
　
　
　
　
　
（
第
二
末
　
四
七
四
ぺ
）

　
［
用
例
８
］
は
、
「
娘
」
と
い
う
具
体
的
希
望
対
象
が
出
現
し
て

い
る
が
、
［
用
例
９
］
は
、
「
何
」
と
い
う
不
定
語
が
承
接
語
で
あ

り
、
「
も
が
な
」
と
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
「
何
事
」

と
形
式
体
言
「
事
」
を
伴
っ
て
お
り
、
「
な
に
・
が
な
」
と
直
接

承
接
す
る
形
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
△
表
Ｈ
∇
か
ら
分

か
る
よ
う
に
、
形
式
体
言
「
こ
と
が
な
」
は
、
こ
の
例
の
他
に
近

世
期
に
二
例
存
す
る
の
み
な
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
「
が
な
」
は
［
用
例
８
］
［
用
例
９
］
の
よ

う
に
、
主
に
「
心
話
文
」
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
中
古

の
「
も
が
な
」
と
同
質
の
も
の
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
（
注
。
）
。
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２
－
４
　
「
徒
然
草
」
中
の
「
が
な
」

　
擬
古
文
の
『
徒
然
草
』
に
も
、
「
も
が
な
」
が
一
例
、
「
が
な
」

が
一
例
あ
る
。

［
用
例
1
0
］
冬
、
せ
ば
き
所
に
て
、
火
に
て
物
煎
（
い
）
り
な
ど

し
て
、
へ
だ
て
な
き
ど
ち
さ
し
向
（
む
か
）
ひ
て
、
多
（
お
ほ
）

く
飲
（
み
）
た
る
、
い
と
を
か
し
。
旅
の
瑕
（
か
り
）
屋
、
野
山

　
　
　
　
　
　
　
　
１
－

な
ど
に
て
、
「
御
肴
（
さ
か
な
）
何
が
な
」
な
ど
い
ひ
て
、
芝
の

上
に
て
飲
（
み
）
た
る
も
を
か
し
。
い
た
う
い
た
む
人
の
、
し
ひ

ら
れ
て
少
し
飲
（
み
）
た
る
も
、
い
と
よ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
百
七
十
五
段
　
二
三
四
ぺ
）

　
［
用
例
1
0
］
は
、
後
接
句
に
「
い
ひ
て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
引

用
節
は
「
会
話
文
」
中
に
用
い
ら
れ
た
「
が
な
」
で
あ
り
、
不
定

語
「
何
」
と
「
が
な
」
が
共
起
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
後
接
句
は

省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
「
用
例
３
」
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
「
な
に
が

な
」
と
同
形
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

　
ま
た
、
「
が
な
」
発
生
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
「
も
・
が
な
」
と

分
析
さ
れ
、
そ
の
意
識
の
基
に
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
［
用
例
５
］

の
「
も
が
な
」
の
よ
う
に
、
「
も
哉
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
は
先

学
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

［
用
例
Ｈ
一
△
今
日
（
ケ
フ
）
ヲ
限
（
カ
ギ
リ
）
ノ
命
（
イ
ノ
チ
）

　
　
～
－

　
　
―
－

共
（
ト
モ
）
ガ
ナ
∇
卜
思
召
（
オ
ボ
シ
メ
シ
）
ケ
ル
御
悲
（
カ
ナ

シ
ミ
）
ノ
遣
方
（
ヤ
ル
カ
タ
）
ナ
サ
ニ
、
（
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
太
平
記
』
（
一
）
　
一
八
三
ぺ
）

　
［
用
例
‥
‥
１
１
］
の
よ
う
な
「
と
・
も
が
な
」
が
、
「
共
（
と
も
）
・
が

な
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
着
目
し
た
い
、
と
思
う
。

　
以
上
、
こ
こ
ま
で
の
中
世
前
期
の
「
が
な
」
の
意
味
用
法
を
纏

め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
【
中
世
前
期
】

・
　
Λ
前
代
と
同
様
▽
「
詠
嘆
的
希
望
表
現
」
（
Λ
終
助
辞
用
法
▽
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
歌
語
」
に
多
し

　
Λ
中
世
語
的
要
素
Ｖ

　
　
　
Ｏ
副
詞
句
「
あ
は
れ
・
・
・
が
な
」
「
あ
は
れ
・
・
・
も

　
　
　
　
が
な
」
と
の
呼
応
あ
り
。
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※
「
主
体
的
希
望
表
現
ハ
終
助
辞
用
法
▽
」
へ
と
変
容
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
↓
ロ
ド
リ
ゲ
ス
）

　
Ｏ
「
［
不
定
詰
十
が
な
］
　
・
・
・
・
・
　
（
現
在
）
／
未
来

　
　
（
う
）
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
副
助
辞
用
法
▽

　
　
（
な
お
本
稿
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
は
、
「
古
本
説
話
葉
」
山
内

洋
一
郎
『
古
本
説
話
葉
総
索
引
』
（
風
間
書
房
ハ
昭
4
4
▽
）
、
「
日

葡
辞
書
」
土
井
出
生
池
編
『
邦
訳
日
和
辞
書
』
（
岩
波
書
店
△
昭

5
5
▽
）
、
「
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
犬
文
典
」
土
井
忘
失
訳
『
ロ
ド
リ
ゲ

ス
日
本
犬
文
典
』
⊇
一
省
堂
△
昭
3
0
▽
）
、
「
天
草
廬
平
家
物
語
」

江
口
正
弘
『
天
草
廬
平
家
物
語
対
照
本
文
及
び
総
索
引
』
（
明
治

書
院
Λ
昭
6
1
▽
）
、
「
天
草
廬
伊
曽
保
物
語
」
井
上
章
『
天
草
廬
伊

曽
保
物
語
』
（
風
間
書
房
八
昭
3
9
▽
）
、
「
天
正
狂
言
本
」
古
川
久

『
日
本
古
典
全
書
　
狂
言
葉
　
下
』
（
朝
日
新
聞
社
△
昭
3
1
▽
（
内

山
弘
『
大
正
狂
言
本
　
本
文
・
総
索
引
・
研
究
』
（
笠
間
書
院
△

平
1
0
▽
）
を
参
照
し
た
）
、
「
大
蔵
虎
明
本
狂
言
葉
」
北
原
保
雄
・

池
田
廣
司
編
『
大
蔵
虎
明
本
社
言
葉
の
研
究
　
本
文
篇
　
土
　
中

　
下
』
（
表
現
社
　
ハ
昭
4
7
～
5
8
▽
）
、
「
大
蔵
虎
清
本
狂
言
葉
」

川
瀬
一
馬
『
謡
曲
狂
言
　
増
補
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
８
』

言
一
省
堂
Λ
昭
5
2
▽
）
、
そ
の
他
は
、
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
（
岩

波
書
店
）
に
依
っ
た
。

　
ま
た
、
用
例
採
取
は
各
種
総
索
引
を
使
用
し
、
ま
た
、
必
要
に

応
じ
て
、
漢
字
、
仮
名
、
句
読
点
等
の
表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ

る
。
）

F爽9
注

L_.d

（
注
１
）
例
え
ば
、
湯
沢
幸
吉
郎
（
一
九
五
五
）
（
二
六
三
百
）

に
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
文
語
に
希
望
を
表
す
「
が
な
」
が
あ
っ
て
「
道
も
が
な
」
「
な

く
も
が
な
」
「
得
て
し
が
な
」
等
の
如
く
用
い
る
。
抄
物
で
も
た

ま
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
○
セ
メ
テ
京
ヘ
ノ
便
宜
カ
ナ
ト
思
フ
テ
・
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
絶
句
、
二
、
一
一
オ
）

の
如
く
現
れ
る
が
、
こ
ゝ
に
説
く
「
ガ
ナ
」
は
そ
れ
の
転
じ
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
と
は
多
少
異
る
「
ガ
ナ
」
で
あ
る
。
即
ち
希

望
の
意
を
持
ち
な
が
ら
、
確
か
に
そ
れ
と
指
さ
ず
に
云
う
に
用
い

～る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
－

　
　
○
飢
テ
ハ
ア
ハ
レ
何
カ
ナ
ク
ワ
ウ
渇
シ
テ
ハ
酒
カ
ナ
飲
ト
思
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フ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
河
、
八
ノ
ー
、
四
八
－
四
九
）

　
　
　
ｊ

Ｏ
ナ
ニ
ヲ
カ
ナ
マ
イ
ラ
セ
ウ
ト
ス
レ
ト
モ
何
モ
ナ
イ
ホ
ト
于
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
桃
、
二
、
住
持
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

Ｏ
酒
家
ノ
門
外
ヲ
ュ
イ
ツ
カ
ヘ
リ
ツ
何
ト
カ
ナ
調
法
ス
ベ
キ

　
ヤ
ト
ヤ
ス
ラ
イ
マ
ワ
ル
ソ
　
　
　
（
若
木
、
中
、
二
Ｉ
オ
）

　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
○
何
ニ
ト
シ
テ
ガ
ナ
是
レ
ヲ
カ
ヘ
サ
（
返
金
）
ウ
ド
思
フ
テ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蒙
求
、
六
、
二
三
オ
）

　
こ
れ
等
は
、
す
べ
て
「
ナ
リ
ト
モ
…
…
タ
イ
」
の
意
と
な
る
が
、

次
の
如
く
、
希
望
の
意
な
く
、
単
に
漠
然
と
云
う
に
用
い
る
こ
と

ーが

あ

る

　○

　
　
○
…
…
ト
問
ヘ
バ
道
理
カ
ナ
ア
ル
ハ
ソ
ナ
セ
ニ
ナ
レ
ハ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
河
、
二
〇
ノ
ニ
、
六
オ
）

　
　
○
何
事
カ
ナ
申
シ
テ
用
ラ
レ
ウ
ト
思
夕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
史
記
、
二
八
、
六
ウ
）

　
（
注
２
）
中
古
「
も
が
な
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
を

参
照
の
事
。

　
（
注
３
）
勿
論
、
「
あ
は
れ
」
等
の
よ
う
な
副
詞
と
は
性
格
を
異

に
す
る
が
、
こ
こ
で
は
、
不
定
語
「
い
か
な
る
」
が
先
行
し
て
い

る
こ
と
に
着
目
し
た
。

　
（
注
４
）
「
已
然
形
」
の
職
能
に
つ
い
て
は
、
山
口
明
徳
「
係
結

び
の
変
遷
」
（
『
築
島
裕
博
士
古
稀
記
念
　
国
語
学
論
集
』
汲
古
書

院
△
平
７
▽
）
参
照
。
以
下
、
「
「
あ
る
事
を
述
べ
つ
つ
（
終
助
辞
）
」

の
場
合
は
、
句
点
『
。
』
、
「
更
に
そ
の
後
に
続
け
る
働
き
（
副
助

辞
）
ヒ
の
場
合
は
、
「
読
点
『
、
』
」
で
記
す
。

　
（
注
５
）
助
辞
「
か
し
」
の
意
味
用
法
、
変
遷
過
程
に
つ
い
て
は

拙
稿
を
参
照
の
事
。

　
（
注
６
）
（
注
２
）
に
同
じ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
も
り
わ
き
・
し
げ
ひ
で
）
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